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医師会と公衆衛生活動

I 
座長 古林兆ー（大阪府医師会理事）

座長大阪府医師会では以前より公衆衛生活動l向上に

ついての対策をもっていたが，充分具体化されるには

至らなかった．日医の「地域社会活動方針」の発表を

契機に各種の活動が進められるようになって来たの

は，凡そ 1年前，府下の行政，大学，医師会代表者が

集り医師会の公衆術生活動推進についての話し合いが

行われて以来のことである.iU来1カ年の問に，新し

く保健所と懇談会をもち地域公衆術生活動に踏み出さ

れた医師会は約30, J,![Jち府下の 4分の3に達してい

る．今日はその中でも先筵者的な勁きをされてきた地

区を中心に報告がなされる筈である．

東住吉区医師会の公衆衛生活動

の歩み、

村田武ー（東住吉区医師会）

昭和21年末葵延する伝染病に対処し，解体された術

生組合のあとを受けて臨時防疫・対策委且会が設けられ

開菜医は地域防疫委員として参加した．昭和24年，日

赤奉仕団の誕生により委員会は解散したが， 26年予防

接種の再開と共に医師会は保健所，日赤奉仕団，助産

婦会と共に全面的に参加した．この第1回の予防接種

の成功に力をえて，講狐会，座談会，虫卵検在，梅毒
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検血，ッベルクリン反応と活動が行われた.24年級生 上すると考える．

保設法の実施に際し，産婦人科会只により講沙（会，座

談会が，また助産婦会と協同で妊婦指祁が行われた． 医師会に於ける公衆衛生活動の

昨32年よりは成人病検診を区内10カ所で行い被検者は 隣路について

3000人をこえた．活勁内容において少しづつ前進を示 本田良寛（城束区医師会）

すと共に，組織の上でも区内18校下に 1名づつ公衆術 本年8月行った大阪府医師会，阪大公衆術生の共同

生部且がいて活勁の滲透に大きい役割を果すに至った 調在の結果についで考察を加えた．調在対象は府下44

住民検診における池田箕面医師

会の活動

巽庄司（池田箕面医師会）

池田市では昨年より結核住検の計画，実施の主体と

して市]•J.生課，保健所，医師会：：：：：者によって「推巡協

識会」が糾緞された.22カ所で行われた検診には34名

の会且が参加した．要梢検者は梢検受診孤知苔を持参

すれば，自ら選ぶ医旅機関で好む時間に受診できるよ

うにされた（池IU市内でX線装inを布する22の結核指

定医が担当）．粘検結果は保健i所に設irtされた粘検読

影委且会（医師会代表参加）によって判定され，本人

並びに医扱機l闘に孤報された．この方式の成果は要梢

検粁の受診率が78-1劣の沿i率を示したこと，発見要

医板省の公t'l!'t1ll.1!1Ji'I率が78-5劣に達したことに示さ
れ，梢検ー•要医jJ.、t者一医旅機1見のれ機的なつながりが

医ffili会の協力によりみごとに結'.:I.!したことを示す．

X線検在及び赤沈検在の報酬は夫々 295円及び30円

であり，社会保険の公認所要経毀(ll'l価：く点数XQ. 72) 

に比し夫々 155円及び15.5円の欠担であった．医縦機

I闘としては 1名の要医税者を治税すれば，蚊小限10名

分の検在料の欠担を 6カ月の間に償却しうるが，約l/3

の医旅機l周では要医旅者の発見がなく赤字に1「んじて

いる．検在報酬の向上に1紺し努力を必要とする．

南区医師会の公衆衛生活動

政山謂隣（南区医師会）

昨年lO)l,I引医の地域｝行動方針の発表を機に，保健

所との活し合いがもたれ，南区医師会公衆衛生T、11r•J対

策委且が設けられ，結核， -fl]:子，防疫，綜合の 4部会

に分れた．本年度には結核住民検診の受診率向上のた

め，呼びかけに協力すると共に12地区で行われた検診

会場で無料健康相談を行い，懇切な説明と無料診察券

の発行により感謝されると共に，市民との接触が強化

された．しかし結核検診受診率としては予期程の成絨

はあげえず19珀ことどまった．地域の特性に合わせて

検診時間に便宜を計るなどのH'ii応が必要であったと考

える．こういう括勁は何迎も試みて行く I~りに成呆も向

の郡市区医師会のうち現在までに回答のあった34カ

所．記入は各医師会公衆衛生担当委且の協議によって

なされた・

公衆徹生活動についての組織のあるもの30,現在の

公衆術生活動の屈が多すぎるというものなく， 14が

もっと堺すべしと答えた．活動の進め方としては，保

健所，医師会共にj'i任をもち互いに補い合うべしとい

う謡見が21,学校保他に1具1しても学按医の仕事として

切り離さず，医師会活勁の一探として行うべしとする

もの25, と依極的な、慈見が弛い．また活動の企圃立案

は幹部間でなされているのが大部分であるが，一般会

且の参加が望まれる．最近一年間に保健所と活し合い

の会をもった地区は25あるが，所長のみの出席が多

く，医師，保健婦との『［接の接触は不充分である．ま

たw公立杓院勤務の会且を充分に包含していない，地
域組織とうまく述携していないなどの点も反省の要が

あろう．現在の祈勁を不充分にしている倅',Yとして
は，診狙多忙でII恨がない，報酬が不充分という謡見が

出されている．活動の内容については，昨年は保健

所，市町村の依頓によるものが中心であったのに対

し，本年庶よりは医師会の自主的な活動一成人病集

検，健康朴i談， J1W演会が目立ってJ-¥'l}JIIしていることは

注日すべきである．現在みられる報酬に対する不満

も，予防，治旅活動を-'-つにした新しい医旅体系の中

で，本来の診旅活動に対する報酬として取り上げられ

るようになるのが本筋ではなかろうか．

・医師会の公衆衛生活動と学校保健

井庭泰（泉大rlt市医師会）

泉大Tit市学校保健会は終戦直後，市当局の巾し入れ

により医師会が協力して結成された．医師会としては

寄生虫駆除， トラコーマ治板は勿論，校内の哀境栖生

の向上，カ・ハエ・ネズミの駆除の指消にも力を入れ

て来た．特に学校保他に1趾しては， i杓加する要注益者

の対策として医師会として市に懺きかけ，市既による

戟極的な対策をたてさせ効果を牧めている． また，

PTA, 校医，医師会，専．門医との討議会を各校区毎

にもちその向上に努めている．学習時における侶病の

-27― 



治組に対しても市内各医院においては健服保険並に扱

うことによって協力している．学校保健が保健会と医

師会の協力なくしては允分な~J呆をあげえないのと j;;J

様に，医師会の公衆衛生泊動も学校保健を除いては完

全に目的を逹成できない．泉大沖市においては，医師

会と学校保他会とが一体となり，保健所の協力の下に

成果をあげえている．

公衆衛生と学校保健

桜井健二（禍島区医師会）

新しい学校保他法の施行と共に，学校医は従来のよ

うに名狩職Nり気分では任務を全うすることは許されな

くなった．地域社会の公衆術生泊勁は保健所が主浮し

ても実施面においては医師会が受持つ傾向にあり，尖

施に当っては学校区域がl]'l位となることが多く，従っ

て学校医は中核となるのである．一方，父兄を含め

た家庭ぐるみの健康笠理も）公義には学校医の領域とな

る．これら巡んだ活動は，現在の学校医会と医師会の

チグクヽグな在り方では‘火をあげえないまた，語種予

防接種は初生児から組緞的，系統的に完全に行われね

ば効呆は少い．各人のJl):子手帖に荻病歴，体質災常，

予防接種歴の記』1皮を確＇火に行って学令期に及べば，学

校を含めて小児の保健は完全に近ずくと確伯する．こ

のことに19,Jして保健所と、慈見を交換し，該当児の父兄

に対し個人孤知をすることにより予防接種の火効をあ

げるよう実施を促した．

吹田市における医師会の公衆衛

生活動

―I戊呆の分析と問題点ー一
武井久（吹田市医師会）

吹田市における医師会の公衆衛生泊動は必ずしも組

織的，積極的とはいえない．むしろ防衛上やむをえな

いという形での泊極的な行政面への協力という方が客

観性がある．それにも拘らず成呆は挙っている．昨年

疫の結核住検では6U6の受診率， 355名の忍者を発見

した．本年皮（実施中）は既に76f6の受診率を示し，

開業会且の動員率も昨年同様 170;16に及んでいる．本

年第1回の成人病検診では1.726名の被検者から322名

の息者を拾いあげている．特筆すべきは1950年にはじ

まった乳幼児健康．相談で，保他所所外活動の一部とし

て全小児科医の無料奉仕が続けられている．

これらの成呆は吹田閲子会（会員は吹田市全柑滞•の

半数）という地域婦人衛生奉仕団体の活動によるもの

で，医師会は地域大衆の組織に引きずられながら数年

問の公衆術生研動の終験を持った．一部の会はの中に

前Ji',Jきの協力糾織を作ろうという動きがあるのも当然

であろう．現状のままで桁性的に推移することは，会

只の個々を後向きのままに骰き，幹部の引き廻しもき

かなくなる恐れがある．やがては自分の息者として返

ってくるというようなgiveand takeの傾向が結核住

民検診の結果などから giveand giveになりはしない

かという不安も会貝の心の中に動いている．

医師会の公衆衛生活動と保健所

月橋得郎（大阪市禍島保健所）

福島区医師会では昨年末，公衆術生委員会が生れて

以後その活動は活溌になり，保健所としても積極的に

懺きかけた．医師会と協同しての予防接種，結核住検

受診率向上を狙．った医師会による検診時血圧測定の併

行，家族検診受診繋の主治医からの利布とその受診の

説得，保健婦との連けいの強化などがあげられる．

結核検診は本年は53劣の受診率をあげたが，これは

血圧測定による ,~11年令府の受診の向上によるところが

大きいこの活動は同時に住民の医師会に対する認識

を邸めることにも役立ったに迎いない．保健婦との述

けいについては，懇談会の開催と共に医扱機1渕毎に述

絡保健婦を定め，定期述絡日をつくって主治医を訪問

するなど接触の1足を堺すべく努力した．その結呆，以

前には保健婦にうまく協力してもらえなかった主治医

の50~609tの方々が卿虻をかえられ，すぐ会ってくれ

る，話しがし易くなったなどという変化が現われて来

た．医師会の研勅方針が次第に各会員の間に滲透し，

地域の健康管理省としての認識を深めておられること

のあらわれとして，今後の成果を期待している．

保健婦活動と医師会

岩本幸子（大阪府炸和田保健所）

私逹は自分の扱ったケースについて事例研究会をも

って互いに検討し合っている． しかし問姐のあるケー

スの解決にはどうしても主治医の協力が必要になって

くる．医師会の理事に利談した結呆，会且には保健帥

活動について認識の足りない方がおられるし，医師会

の地域活動の一環としてとりあげられることになっ

た．保健婦と医師の協力について趣泣、古も交換され，

ケース研究会には医師会からも積極的に参加された．

結核のケースが多かったが，個人のケースばかりでな

く地区そのものもケースとして取り上げられた．地区
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の保健活動について問題が生じた場合には，関係する

すべての団体，個人の会合をもち，その中で地元の医

師がリーク・ーシップをとり，そういう活動の一環とし

て保健掘活動が入れられるということになるのが私達

の希艇である．

助言者発言

藤田健次（大阪市西淀川保健所長）

保健所としても大いに反省せねばならなくなってき

た．それにつれて生じてくる問題もあろうが，本日の

ように協議し報酬の開姐も解決してゆきたいまた，

医師会は地元の各種糾織に秋極的に接し，そこで指消

的立場をとってもらいたい．

八木 明（大阪府既中保健所長）

公衆衛生は保健所の独占物ではない．医師会が蚊近

強力に公衆衛生泊動を行っておられることに散邸を表

している．

地域社会の公衆梱生研砥りにも主明者，共帆者，理解

者， I紺心者，無1渕心者のi1がある．現在，保健所を中

心にしてこれらの附がどういう具合に形成されている

か．地域社会の人々はどこまで入ってきているか．地

域における医師会の偏きかけに期待したい．

川越慶三（大阪市衛生局医務課長）

医師会の方達が苦しい立場の中で公衆衛生研動に尽

しておられることに先ず感謝の百棄を述べたい今日

の報Qj・の中で報酬の問穎がとりあげられたが，この問

姐はわれわれで解決せねばならないと、＇品っている．ゎ

れわれの努力が足りないことは反省しているが，これ

を解決するには医師会の強力なバヅクアップと政治的

な協力が沼ましい．

桜井氏の発口中にあった1吐子手帖の利）llについて，

府では割合うまく利用されているが，市内ではなお利

東田敏夫 Cl見西医大教授）

現在日本の公衆術生は一つの墜につき当っている．

これの打Bflは地域の医板の担い手である開菜医の協力

なしに行えなくなっている. 100年前， j':問い結核死亡

率に苦しむマンチェスター市民の術生の向上に口火を

切ったのが医師会の熱麻であったことを想い起したい

医師会の役割は地域における健康竹理の批判者たる

ことであろう．地域住民の真謡を打診した上で地域に

おける保駆・,'i[il)の一諜としての活動を進められること

が望ましい．

報酬の間題は，根本的には病人しか見られない現行

医掠保節制炭の矛府にある．現在行われている公衆術

生活動の中で現行医旅制度の欠陥への認識を深めてゆ

くことが重要であろう．

一般討論

新田左内（大阪府枚方保健所）

枚方では保健所，医師会の連けいは密接である．医

師は住民にサービスするのが本来の姿であり，これを

地域社会に拡げてくれればよい．しかし日常診旅の中

ヘ公衆術生活動を生かしてゆくのが本筋であり，保健

所には年1~2回の検診に好謡を示して下さるだけで

結横である．その中で医師会と保健所の役割を明確に

してゆくべきである．

座長まとめ各地区夫々に適応した研動を報{'j・し

て頂き，まさに医師会の公衆衛生活動のデモンストレ

ーションであった．時問不足で討論を行えないのは残

念であったが，種々の立場からの批判もなされたと息

う．医師会としても各批判を率Iれに取入れ，歩一歩こ

の迎動を進めてゆくつもりである．

閉会の挨拶

月］の余地がある．これは改務したい・ 大阪大学教授丸山博

公衆衛生たそがれ論が東ぶを中心にして行われてい

千尾秀治（大阪府術生部医務課長） るが，大阪の公衆術生はたそがれでなく暁であるとの

現在行われている医師会の話動はたしかに多くの成 論が強い．東成からこちらに来て，大阪の内を直接llH

呆をあげている．しかし現在のやり方ではやがて限界 き非常に翡・［もしく感じた．私は20年前一人で作和mm
に直面するであろう．つまり giveand takeの形が の乳児死亡のll¥j題と）杖糾み，大阪は、1は出の深い土地柄

とられていないで云わば辿いつめられた形で行われて である．戦後，公衆衛生が泊洗に展IHJされる状況とな

いるからである．現行医枕憚j炭，医根保節制度の欠陥 ったが，どうか行政1況係者・医師会・保他所が今日の

であり，われわれとしてもこの問題に対する予籾的陀 この雰Ptl気をさらに猫りあげて，新しいl叫虹を次の樅

廊を切りllflく必要を桶感している．公衆術生にたずさ 会に持ち省って欲しい．このようにして巡めてゆけ

わる人々が手を握り，地区住民の内に支えられて限界 ば，必ずやその活動は大阪だけに止らず，全屈1鉗係者

をつき破ってゆかねばならない に影替するところ大であろう．
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